
令和年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官報目録
三
五
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
一
条
の
二
第
三
項
第

五
号
の
規
定
に
基
づ
き
特
別

の
注
意
を
要
す
る
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
第
二
類
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
五

三

三
五
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
二
百
十
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
及
び
期
間
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
五

四

三
五
九

国
民
年
金
法
施
行
令
第
七
条

及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
国
民
年
金
の
保
険
料

を
前
納
す
る
場
合
の
期
間
及

び
納
付
す
べ
き
額
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
八
213
一
五

三
六
〇

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告

示
の
整
備
に
関
す
る
告
示

三
〇
215

三
六
一

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
六
二

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
く
休
業
補
償
給

付
、
複
数
事
業
労
働
者
休
業

給
付
又
は
休
業
給
付
に
係
る

給
付
基
礎
日
額
の
算
定
に
用

い
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
率
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
六
三

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の

整
理
に
関
す
る
告
示

三
〇
215

三
六
四

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
〇
215

三
六
五

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
病
院
、
基

礎
係
数
、機
能
評
価
係
数
Ⅰ
、

機
能
評
価
係
数
Ⅱ
、
救
急
補

正
係
数
及
び
激
変
緩
和
係
数

の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
六
六

雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓

練
の
指
定
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
〇
215

三
六
七

医
療
法
施
行
規
則
第
三
十
条

の
三
十
三
の
六
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
方
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

三
〇
215

三
六
八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の

前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額

の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
第

四
十
条
の
三
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
六
九

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

施
行
に
関
す
る
事
務
に
使
用

す
る
文
書
の
様
式
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
七
〇

医
療
情
報
化
推
進
方
針

三
〇
215

三
七
一

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二

十
条
の
二
第
五
項
第
二
号
、

第
六
項
第
二
号
及
び
第
七
項

第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
研
修
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
〇
215

三
七
二

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四

条
の
十
一
の
二
第
二
号
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
研
修
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
〇
215

〇
農
林
水
産
省

一
三
四
五

大
豆
ミ
ー
ト
食
品
類
の
日

本
農
林
規
格
を
確
認
す
る

件

一

二

一
三
四
六

そ
し
ゃ
く
配
慮
食
品
の
日

本
農
林
規
格
を
確
認
す
る

件

一

二

一
三
四
七

プ
ロ
バ
イ
オ
ポ
ニ
ッ
ク
ス

技
術
に
よ
る
養
液
栽
培
の

農
産
物
の
日
本
農
林
規
格

を
確
認
す
る
件

一

二

一
三
四
八

特
定
水
産
資
源（
さ
ん
ま
、

ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平

洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬

暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い

わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
う

る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
太

平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い
日

本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系

群
）
に
関
す
る
令
和
八
管

理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法

第
十
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
数
量
を
公
表
す
る

件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

二

一

一
三
四
九

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

組
合
制
度
の
統
合
を
図
る

た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職

員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止

す
る
等
の
法
律
の
施
行
に

伴
う
存
続
組
合
が
支
給
す

る
特
例
一
時
金
等
に
関
す

る
政
令
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大

臣
が
指
定
す
る
法
人
を
指

定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二

二

一
三
五
〇

一
三
六
五

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

二

三

一
三
六
六

種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項

及
び
第
二
十
一
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
品

種
登
録
出
願
及
び
届
出
に

係
る
事
項
を
公
示
す
る
件

三

二

一
三
六
七

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間

を
更
新
し
た
件

三

四

一
三
六
八

生
産
業
者
の
住
所
及
び
肥

料
の
名
称
の
変
更
に
係
る

届
出
が
あ
っ
た
件

三

六

一
三
六
九

肥
料
の
登
録
が
失
効
し
た

件

三

七

一
三
七
〇

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間

を
更
新
し
た
件

四

一


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